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巻 頭 言
I n t r odu c t i o n 「通信できること」は

素晴らしい

仕事柄、世界のさまざまな地域に行くことがあります。
最近はどこでも、Wi-FiやプリペイドSIMなどで、インター
ネットに接続できる環境が整備されていて便利です。
先日行ってきたフランスでも、空港でSIMカードを購入
して、自分の携帯電話に挿すだけでデータ通信可能と
なり、日常的に利用しているアプリケーションを使って
気軽に家族と連絡できたり、自分が管理している機器を
操作できたりと便利でした。インターネットがここまで
普及した理由は、その接続性のためのコストが比較的
安価で、IPさえ喋れれば、インターネットを通じてさま
ざまなサービスの提供や利用ができる点が、大きかった
のではないかと感じています。現在は、インターネットに
接続できる機器が普通に市場に出回り、利用者も各地域
で増え続け、世界でさまざまにインターネットが活用され
ています。

地域によっては、インターネットのもたらす変革が、その
社会と相容れない場合もあります。例えば宗教や国家体
制など、その地域の価値観でより大切にすべきものがあ
る場合には、それに反するようなインターネット上のコン
テンツ等に、一定のブロッキングが設定される場合があ
ります。大抵は、裁判所や国からの命令で実施されてい
るようです。また、国内産業の保護や検閲を容易にする
ことを目的として、国外事業者によって提供されている
サービスを、ブロッキングしていると思われる事例もあり
ます。これらの制御は、時として思わぬ通信障害や不具合
を引き起こす原因となっていることもありますが、その
地域社会では利用者の不利益よりも、守るべき価値があ
るとの社会合意があり、導入に至ったのだろうと思って
います。これらは、インターネットの普及が、その社会で
無視できないほどの広がりを持っていることの、証左で
あるかもしれません。

日本でも、インターネット上で漫画や雑誌を無料で読め
る、海賊版Webサイトへの対策としてサイトブロッキング
が提案され、大きな議論となっています。一般に、ブロッ
キング等の意図的な通信制御は、可用性の低下を招く危
険性があり、結果として、インターネットの円滑な運営が

損なわれることがあります。このため、容易に導入しては
ならず、実施するにしても、慎重な検討と厳密な要件の適用
が必要ですし、法的見地からの検討や、社会合意の醸成
も必要だと私は考えています。インターネットに限らず、
権利侵害には適切に対応されるべきです。その権利回復
や侵害停止のために、どのような手段が効果的で、我々の
社会で許容できるのかは、広く検討すべき課題です。

一方で、今回の件では「通信できることの価値」が、あまり
広く伝わっていないのではないか、とも感じました。イン
ターネットでは、通信の仲介者たる通信事業者は、基本的
に接続性という簡素なサービスのみを提供しており、デ
ジタル化されたデータであれば、何でもやり取り可能で
す。このため、インターネットに接続しさえすれば、通信手
段として使ったり、さまざまなデータや計算資源にアクセ
スしたりできますし、何らかの新しいサービスを提供する
こともできます。インターネットを通じた世界の経済活
動や交流は、ますます大きくなってきています。恣意的
な、あるいは社会合意や法に基づかない通信制限は、こ
の発展の可能性を潰しかねません。「通信できること」自
体がインターネットの発展を支えており、さまざまな
サービス誕生の可能性を秘めているのです。

今後もインターネットが健康に発展
していけば良いなあと考え、少しでも
寄与できるように頑張っていきます。

松崎 吉伸
株式会社インターネットイニシア
ティブ サービス基盤本部インフラ
企画部シニアエンジニア
あれこれ面白そうなことを見つけ
ては頑張っている。I I J -S ECT
メンバ、J A N O G 運 営 委 員、
J P C E R T / C C専門委員、The 
A s i a  &  P a c i f i c  I n t e r n e t  
Association director、JPNIC理
事（グローバル担当）

（まつざき よしのぶ）
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